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1.アジェンダ2030

• 2015年9月国連で合意。2016年開始

• 正式名称は「我々の世界を変革する：持続
可能な開発のための2030アジェンダ｣
Transforming Our World: 2030 Agenda for 
Sustainable Development

• 17のゴール。169の目標（Targets）

• 開発系のゴールはMDGs（2000-2015）の後
継。環境系のゴールは地球サミットの後継

• スローガンは｢誰一人取り残さない」Leaving 

No one Left Behind
2018/7/30 Ⓒsatokan 2018 2



SDG=（S）すっごく、（D）大胆な、
ゆびきり（G）げんまん
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Transforming（姿を変える） Our World



Transform という言葉

• 「我々の世界を改変する（Transform）」

• 地球環境を損なうことなく、先進国の人も途上
国の人も「それなりの生活」を続けられるように
する、という大胆な目標の達成のためには日本
人自身のライフスタイルの変革も必要になる

• これを「貧しい人のために我々の生活を犠牲に
する」と捉えるか、「我々と子孫のために生活ス
タイルを変革する」と捉えるかで、人々の気持ち
は全く違ってくるだろう

• SDGsが我々にどんな覚悟を求めているのか、
考えてみよう
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2.誰のためのSDGs？

• MDGsは「途上国のための貧困削減」

• SDGsは「地球全体の持続可能性」

• SDGsは先進国に住む私たちにとって
「他人事」ではないのよ！

• →「先進国住民一人ひとりの主体的な
取り組みが求められる」と言われてもね
え・・・。

• 私たちが過去四半世紀慣れ親しんでき
た生活スタイルを続けることが出来れば
、そこそこ幸せなのでは？
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上段の目標群（MDGs後継）

• G1 地球上の全ての貧困をなくす

• G2 飢餓をなくし、栄養のある食糧を確保し、
持続可能な農業を推進する

• G3 全ての人の、全ての年齢層における、健
康と福祉を増進する

• G4 包摂的で平等な教育機会を確保し、全て
の人の生涯にわたる教育機会を促進する

• G5 ジェンダー平等と、全ての女性と少女のエ
ンパワーメントを達成する

• G6 全ての人に水と衛生への持続可能なアク
セスを確保する
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下段の目標群（リオ+２０継承）

• G13 気候変動とその影響に対して速やか
に対応策を講じる

• G14 持続的開発のために、海と海洋資
源の保全と持続可能な利用を行なう

• G15 地上の生態系の保全、再生、持続
可能な利用を促進する。森林を持続的に
管理し、砂漠化と戦い、保全地域の荒廃を
防ぎ、生物多様性の損傷を防ぐ
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中段の目標群（G7-12）

• G7 全ての人の手にエネルギーを

• G8 全ての人に働き甲斐のある仕事を。包
摂的で持続可能な経済成長を

• G9  包摂的で持続可能な産業化と耐性の
あるインフラを

• G10 国内･国際的な格差是正を

• G11 包摂的で安全で耐性があり持続可能
な住まいと都市を

• G12 持続可能な生産と消費のあり方を
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アジェンダ2030

[持続可能な開発目標]
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中段の目標は多くのアクターの取
り組み協同がないと実現しない

• 貧困削減・援助と地球環境以外の多様な中
段 ☚実はここが面白いのでは？

• 日本国内の問題とも密接に関連＝地域創
生とも密接なつながり

• 途上国問題ではない、地球環境保全だけの
問題ではない

• 一人一人の日本国民にとっても、日本の中
小企業にとっても、過疎地にとっても、都市
貧困層にとっても密接なつながりを見出しう
るゴールたち

2018/7/30 Ⓒsatokan 2018 10



企業にとってのSDGs解釈

• 「SDGsの本質は経済成長戦略」という解釈
→これは企業にとって都合の良い解釈

• ゴール８のロゴ訳「働きがいも経済成長も｣
→「やっぱり経済成長がないとパイの分配も
出来ないし」というこれまでの理解が上書き
された印象を与える→この解釈は不適切

• 全ての人に働き甲斐のある仕事を確保でき
るような、包摂的で持続可能な経済成長を

• それは「Transforming our world」と完全
に矛盾する。「これまでのやり方は持続不可
能｣というのが世界の合意であったはず
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3.SDGs時代の主役は誰だ？

①市民社会

②大企業・多国籍企業

③中小企業・地方企業

④政府

➄地方自治体

⑥投資家

⑦社会的起業家(若者のベンチャー含む)

⑧消費者
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①市民社会への期待

• ①環境系の市民団体は一定の発言力（環境
系のシンクタンクも存在感）

• ②開発系の市民団体はMDGs以降の流れ。
企業との接点は小さい（医療系は先行）。フ
ェアトレードの試みはあり。

• ③「国内問題」関連の市民団体はSDGsに
関して政府とも企業とも接点がほとんどない

• ④地域に根差した団体
地域創生からSDGsに目覚める・・・北九州
市立大、KFAW・・・広がりしろが無限
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②大企業・多国籍企業への期待

• ダボス会議に出るような多国籍企業は
SDGsにコミットして当然

• 日本でも国連グローバルコンパクトに加盟
している大企業は取り組みを強化

• SDGsを経営資源・経営目標に取り入れる
(SDG Compass：SDGsの企業行動指針)

• サプライチェーン・マネジメントの一環として
のリスク対策の側面もあり(環境、労働者の
人権)
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③中小企業・地方企業への期待

• 大企業のCSR部門だけが関わっていれば良
い？中小企業にはそんな「余裕」はない？

• SDGsの二本柱「環境」と「開発」のうち、「環境
」については、日本の中小企業も消費者も投
資家も理解しやすい→中小企業も取り組むイ
ンセンティブあり

• 「開発」については、まだ一部の消費者、投資
家にしか理解されていない→企業への圧力も
ない

• 中小企業の「国際化」にはさまざまなハードル
がある・・・・・
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④政府への期待
• 日本国政府（安倍首相自ら合意）→内閣府

SDGs推進本部（2016/5, 2016/12, 2017/6, 
2017/12･全閣僚）→2018年ようやく各省庁ま
でやる気になる

• 企業の持つ資源と時間が限られている時に、
公的支援によって資源を追加（補助金）し、実
証実験の機会（時間）を与える

• CSRからソーシャルビジネスへの「孵化器」と
してのJICA,Jetroの支援事業

• 制度的インセンティブ、土俵をならす（Level 
playing field）、罰則規定の明確化

• 途上国政府への働きかけ（日本の企業に有利
になるように・・・・悪用に注意！）
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➄地方自治体への期待

• 自治体は世界の共通言語であるＳＤＧｓを推
進することにより、 国の内外の産官学民の
ステークホルダーとパートナーシップを構築
し、持続可能な開発に向けて一層の社会貢
献を図ることができる(2017/10国際ﾌｫｰﾗﾑ)

• 2018/3 SDGsステークホルダー第六回会合
SDGs未来都市・自治体SDGsモデル事業

• 国の補助金11.8億円 SDGsの下方展開
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➄地方自治体への期待(2)

• 一人一人の国民・市民に一番近い行政

• 意識啓発の推進者としての役割(ローカル・
プライド)→市民社会の醸成機能

• 消費者運動、主婦運動の結節点

• 地域創生では、とびぬけた首長・リーダーが
外部の「やり手」と結びついて成功する事例
が多い→どこでもできるわけではない

• 国際協力との連携の成功例＝北九州、横浜

• 「一人勝ち」は持続可能ではない。Me First 

はSDGsの精神に合致しない
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⑥投資家への期待
社会的責任投資（SRI）

• 倫理性・社会性のある企業に選別的に投資
する社会的責任投資（ＳＲＩ）という概念も生ま
れ、それを背景にした実際のポートフォリオ
が実現している。

• ESG（環境・社会・カバナンス）指標を基準と
した投資先選別

• 年金機構もESG投資に踏み出す
• これは、もともとグラミン銀行のようなマイク
ロファイナンスに限られていた「社会的投資」
の裾野を広げる役割を果たしている。

• 大和証券の「ワクチン債」、社会的投資機関
の誕生（ミュージック・セキュリティーズ、アル
ン）、社会的企業家のクラウドファンディング
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⑦社会起業家への期待
(ソーシャル・アントレプレナー)

• 社会的企業と社会事業（公共、非営利のニュ
アンス）は違う？

• 社会的＋商活動、企業、起業、金儲け

• 公共的、道徳的、公益的、利他的、など「経済
」ではない、「貨幣価値」では測れないものを
とりあえず「社会的」と名付けている

• 世界的には地方自治体の事業を「委託」する
事例も多い。地方自治体も社会起業家？

• ソーシャルビジネスとは＝社会的課題の存在
を意識し、その解決に向けた貢献を、市場活
動を通して行おうとする「企て」
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社会的起業家/ソーシャルビジネス
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グラミン銀行ユヌス総裁と日本ポリグル小田会長（2010.2）



4.まだまだ納得できないあなたへ

• 援助やCSRには興味がない

• 意義はわかるが社会課題なんて
考えている余裕はない

• 自社が生き残っていけるかどうか
が最大の関心事

• そんな会社も｢社会課題｣に取り
組むべき理由がある→サプライチ
ェーン・マネジメント
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サプライチェーン･マネジメント

• 2015エルマウ・サミット
先進国企業は、自らの商品・サービスのサ
プライチェーンの全体に倫理的な責任を持
つべきである=責任あるサプライチェーン

• 環境を破壊しない、人権を侵害しない、貧
困層を搾取しない、社会的弱者を差別しな
い・・・

• 遵守しないことのビジネスリスク（ボイコット
、インターネット上での告発など）はますま
す高まっている。
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と

グローバル・バリューチェーン

加工
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原材料
生産

消費者調達 流通

途上国 先進国

サプライチェーンと倫理的リスク

倫理的リスク発生箇所



消費者ボイコットの圧力
• バナナ、コーヒーについては「living wage」、チョ
コレートやサッカーボールでは「児童労働」に焦点
を当てた倫理的消費＝SDGsのゴール８に対応

• カカオ生産に児童労働が存在することがわかれ
ば、ヨーロッパの消費者は「ボイコット」する可能性
があるので、チョコレートメーカーは「児童労働の
ない」カカオを選択的に利用することになる。

• ブランドイメージの低下が怖い大企業は下請けに
フェアな労働を要求する(アップルとFoxcon)

• ブランドイメージの向上を目指す「倫理性競争」→
キャドバリーのデイリーミルク、ネスレのキットカッ
ト
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倫理的消費と途上国への関心
• 多国籍企業（食品企業、大手スーパー、アパレ
ルなど）の生産・調達拠点が途上国に移行→
消費者と生産者がバリューチェーン（原材料か
ら製品になるまでの付加価値付与過程）を通
して結びつく

• 商品のサプライチェーンをさかのぼり（下請け
だから」という言い訳は通用しない）、搾取的な
労働条件（sweat shop）、児童労働、環境汚
染・環境破壊などがある商品は買いたくない。
西欧でこれを「倫理的消費者」運動と呼んでい
る

• 事業を継続するための、サプライチェーン・マ
ネジメントの必要性
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倫理的消費者運動
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倫理的貿易と日本企業

• 日本の消費者運動は現時点では「環境」
「オーガニック」に力点があり、ようやく「フェ
アトレード」が根付き始めた段階である→企
業への圧力は小さい

• グローバルに展開する日本の企業はすでに
欧米でこうした「倫理的消費者」の攻撃対象
となるリスクを抱えている。

• 2013年ラナプラザ崩壊事件（バングラデ
シュ）はこの流れを加速させている
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5.開発とビジネスの相互接近

• 途上国（国家、社会、個人）では、経済的貧
困に起因する様々な課題がある

• これを解決するためには「経済力が高まる
」ことが必要←このために出来ること＝イン
フラ建設、産業振興、輸出増加、人材育成

• それだけでは不十分。貧富の格差是正が
必要（「誰も取り残さない」がSDGsのスロ
ーガン）←このために出来ること＝社会福
祉政策、公共サービスの効率的提供、
NGO的活動、ソーシャルビジネス、サプラ
イチェーン・マネジメント2018/7/30 Ⓒsatokan 2018 29



ビジネスと開発の相互接近は
SDGsを迎えて更に進んでいる

①開発にビジネスの視点を!

②ビジネスに社会的責任／倫理性を！

30

開発
(援助)
利他的
倫理的

ビジネス
(貿易)
利己的
効率的

①効率性が必要

②倫理性が必要

SDGsへの参加呼びかけ

CSR､リスクマネジメント

2018/7/30 Ⓒsatokan 2018



6.私たちにとってのSDGs

• 「これまでのやり方を変える」とは？
サプライチェーンマネジメント（倫理的サプラ
イチェーン）、倫理的貿易

• 従来のコストベネフィット分析ではカバーで
きない｢倫理性｣｢責任｣をどう取り込むのか

• 消費者はtransformできるのか？

過消費、食糧廃棄、バーチャルウォーター、

CO2フットプリント、倫理的消費

• 環境と経済性と社会性の複合領域を誰が
監視するのか？→企業と市民社会、政府・
自治体と市民の協働の必要性
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第⑧のアクター:消費者への期待

• SDGsは窮乏生活を推奨しているのか？

• ようやく手に入れた「近代的」「便利」「快適」
な生活を手放せと言われても、だれがそれ
に応じるのか？

• SDGsの主役は「私たち」でもある
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SDGs時代の主役は誰か？

8つのアクターのどれか一つが主役な
のではなく、複数のアクターを「組み合
わせ」た協働体こそが主役である
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